
タバコカスミカメを確保するための
天敵温存ハウスの設置

タバコカスミカメを本ぽで
維持するためのクレオメの準備

①天敵温存ハウスを確保する
　水稲育苗用ハウスや空きハウスを活用する。

＜天敵温存ハウスの要件＞
●20aのハウスでタバコカスミカメを利用す
　る場合は1a以上必要。
●他の虫の侵入を防ぐために、サイド部に
　1mm目以下の防虫ネットを張る。

6月中旬

7月上旬

③タバコカスミカメの放飼（放飼頭数は20頭/m2以上）
　本ぽ内のタバコカスミカメを採集して、天敵温存ハウスに
放飼する。

7月中旬

④2回目のゴマをまく
　1回目播種したゴマで増えたタバコカスミカメが、2回目
播種した小さいゴマを加害しないよう、1mm目以下の被覆
資材（パオパオや古い防虫ネットで良い）で本葉5枚になる
まで被覆する。

８月中旬
⑤3回目のゴマをまく
　④と同様の処理をする。

5月中旬

6月上旬
②ゴマを天敵温存ハウス内にまく
　  ゴマは播種から一ヶ月後に、タバコカスミカメが放飼でき
る大きさに育つ。5～8月までに播種すると50cm以上に育
つ。10月以降は日長が短くなるので草丈が伸びなくなる。
播種して3か月程で枯れてくるので、畝ごとに播種時期をず
らす。

①クレオメの種をまく（10月以降に本ぽに植える）
●クレオメを9cmポットに2～3粒播種する。発芽後は1本
に
　間引きし、根が十分に回ったら９～１２cmポットに植え
か
　える。50株程度確保できれば十分。
●その後、キュウリの定植日まで30℃を越えない隔離され
た
　場所で管理する。

★注意点★
●高温期は発芽率が低下するため、5月上旬までに播種す
　る。
●ハダニと、タバココナジラミが発生することがあるので、
　よく観察する。発生を確認したらJA、振興センター・普
　及所に相談する。
●ネキリムシによる被害を受けることがあるため、十分生育
　させた大きめの苗をつくります。
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施設キュウリの天敵利用技術マニュアル（5月～10月）<温存ハウス版
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●タバコカスミカメはピーマン、シシトウに被害を出す場合があるので、これら作物の栽培に配慮し、タバコカスミカ

メ 

 の増殖を目的に露地でゴマ、クレオメを栽培することは控えましょう。 

●水稲育苗用ハウスや、空きハウスを活用してタバコカスミカメの温存・増殖場所を確保します。ハウスの確保が難し

い 

 場合は家庭菜園用の簡易雨よけセットなどを利用します。 

 タバコカスミカメは土着の天敵で、販売されていません。そのため、自分で増やす必要があります。タバコカスミ

カメは雑食性の昆虫で、ゴマなどの植物のみでも増殖が可能です。 

 効率的にタバコカスミカメを増やすには、ゴマやクレオメといった植物を使います。このような目的で栽培する植

物を『インセクターリープランツ』といいます。また、本ぽでの作物栽培終了後、土着天敵を引き続き温存・増殖す

るためのハウスを『天敵温存ハウス』といいます。 

キュウリほ場 

（前作の6月末頃まで） 

キュウリほ場 

（今作10月～） 
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（6月～10月） 
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・高温には強いが、霜にあたると枯れる。 

・高温時に播種すると発芽率が著しく低くなる。 

・温存ハウスでは1年以上花が咲き続ける。 

・発芽適温：20～25℃ 

・生育適温：25℃前後 

・草丈３m以上になるため、適宜剪定する。 

・鋭いトゲがあるので注意が必要。 

クレオメの管理 


